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27. 有機リン系とカーバメイト系殺虫剤との接合剤の感受性,マラソン抵抗性とフェニ ト

｡チオン抵抗性ヒメトビウンカに対する殺虫作用* 佐 木々善陸,尾崎幸三郎(香川県景業試験場)

51.5.22受理

ヒメトビゥンカの感受性 (LE).マラソン抵抗性 (Rm) とフェニトロチオン抵抗性 (Rf)系疏に

対するマラソンあるいはダイアジノンとカーバメイト系殻虫剤を1:1で混合した視合剤の殺虫力を

検定した.

LE系統に対するマラソンとカーバメイト系殺虫剤 との視合剤のLD50は,MP剤 (マラソン :

MPMC)以外,それぞれに況mした叩刑より市く,措抗作用が認められた. ダイアジノンとカーバ

メイト系殺虫剤を況合した投合刑もLE系統に対して措抗作用を示した.

MN刑 (マラソン:NAC)とMP刑には.Rm 系統に対する火力作用が認められた.DN剤 (ダ

イアジノン:NAC)もこの系統に対して兆力作用が認められたが.DT剤 (ダイアジノン:MTMC

とDP剤 (ダイアジノン:MPMC)にはそれが認められなかった.

MN剤の Rf系統に対するLD50は.LE系統に対するそれとのWに大きなEF_が7'られなかった.

そしてこの複合剤にはRf系統に共力作用がみられた.その他の祝合剤のRr系統に対すろLDd｡は,

Rm 系統に対すると同様LE系統に対するそれよりTSく, まT:それぞれに氾用した171剤問で火力作

用がみられなかった.

現在.ウンカ･ヨコバイ朝の防除には.カーバメイ

ト系の各和殺虫剤が実用されている.しかしヒメトビ

ウンカでは,一部地区で.カーバメイト系殺虫剤に対

する感受性の低下が認められているとはいえl), いま

だカーバメイト剤抵抗性の発達はみていない.最近ヒ

メトビウンカの発生数は著しく減少しているため.柿

抗fJS枯柄による被告は普凪 防除を必要とする程大き

くないが,最近麦の生産増始が抑進されJ:うとしてい

ることから考えると,今後ヒメトビウンカの搾皮が上

昇し.稲約TjS枯柄が多発生すろこともあり狩るのでな

いかと想われる.したがって稲抗柴枯柄の防除対策に

は,常に万全をmしておく必要があるが,それには現

在唯一の防除手段であるカーバメイト系殺虫剤に媒介

虫のヒメトビウンカが抵抗性を発達しないよう日頃か

らの配慮が必要である.

尼崎2)らは,感受性ヒメトビウンカをMN (マラソ

ン･NAC.1:1),MT (マラソン･MTMC,1:1)

あるいは FNMe(フェニトロチオン･NAC･メソミ

ル.1:1:1)の3打切の枚介刑で述純軸汰し. これ

ら柁介刑のLdl川はヒメトビウンカにおける薬剤班抗比

の発通を抑制する効只が期待できろことを明らかにし

ている.

+この研兜の一部は那16回F1本応用動物昆虫学会大会

(1972)で発-2壬した.

そこで.Art許らは.ヒメトビウンカにTf効な視合剤を

探那するため.感受tJliと.)ン刑択抗作ヒメトビウンカ

をiJも.試し.Tj-機リン系とカーバメイト系殺虫剤の1税

瑚あてを等!lt氾合した糾介剤の殺山ノJを検討した.こ

こにその気11'黙を糾i!げ ろ.

材料および方法

この実験にはヒメトビウンカの感受性 (LE),マラ

ソン砿抗性 (Rn)とフェニトロチオン抵抗性 (Rf)

系統を供試した.Rm とRr系統は LE系統を室内で

マラソンあるいはフ1ニトロチオンで連続淘汰したも

のであり.この2系統は,有機 リン系の多 くの殺虫剤

には交差抵抗性を示すが,カーバメイト系殺虫剤には

感受性である3).

供試薬剤 は マラソン;0,0-Dimetbyl∫-1,2bis

(ethoxycarbonyl)ethylphosphorodithioate96.3

形.ダイアジノン;0,0-Diethyl0-(2-iso-propy1-

4-mcthyI-61Pyrimidinyl)posphorothioate97.2%,
NAC (カーバリル);1-NaphtylN一methylcarba-

mate99.0,%,MTMC (ツマサイド);m-Tolyl-N-

methylcarbamate91.0%.MPMC (メオパール);

3,4-XylyトN-methylCarbamate96.2%,BPMC(バ

ッサ);2-seeButhylphenyl-N-methylcarbamate

99.6% およびこれら兆剤を1:1の割合 で混合 した
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MN剤 (マ ラ ソン･NAC),MT剤 (マ ラ ソン･

MTMC),MP剤 (マラソン･MPMC),DN剤 (ダ

イアジノン･NAC),DT剤 (ダイアジノン･MTMC)

と DP剤 (ダイアジノン ･MPMC)とした.

各単剤と複合剤はエタノールで所定の氾皮に希釈し,

雌成虫の腹部に 0.04FLL宛局所施用した.なお薬紋の

局所施用にはガスクロマトグラフィ試料注入用のシリ

ンジを用い,先端の針は腹部に軽 く接触させ,所定量

を確実に付着させるようにした.薬液を処理した雌成

虫はイネの幼苗を入れた径 2cm,長さ 10cmの試験

管に入れ,25oCに保持した.生 ･死虫数は処理24時

間後に調べた.共力作用は SunandJohnson一)の方

法で Co･ToxicityCoefficientをもとめて検討した.
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結果および考察

ヒメトビウンカの LE.REnとRE系統に対する祝

合剤とそれぞれに混用した単剤の対数北見-プロビッ

ト死虫率直線は Fig.1のとおりであり.LD80 と共力

作用係数は Tablelのとおりである.

LE系統に対するLD80はマラソンが 攻 も低かった.

他の単剤の LD50も低 く.成虫体重のg当り2.7から

3.4fLgの符閲であった.マラソンとカ-バメイト系殺

虫剤を混合した復合剤の LD8｡は,MP剤以外それぞ

れに起用した単剤より高 く,括抗作用がみられた.蕊

たダイアジノンとカーバメイト系殺虫剤を混合した勘

合剤の LD50はいずれもそれぞれに混用した単剤より

LE strain Rm strain Rf strain

,050A # N N N N N
一〇 M MN M

905 A "T'T l lT T l lT NT
10 M M

905010 lDND l lDN l l,N #

905010 ITD DT l lT DDT 一 lDDT

Dosage(FLg)inlogarithmicscale

Fig.1. Logdosage･probitmortalitylineofmalathion(M),diazinon(D),

NAC (N),MTMC(T),malathion:NAC(MN),malathion:MTMC

(MT),diazinon:NAC(DN),diazinon:MTMC (DT)totheLE,
RmandRrstrainsofsmallerbrownplanthopper.
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Table1. LDoovaluesandindexofjointtoxicactionofmixturesoEtwoinsceticidcs

againsttheLF..Rl-andRrstrainorsmallerbrownplanthoppcr.

Insccticide

LEstrain
indcx++

LD 8㌔ .oI
J.I.a.

R,nstrain
indcx

LD50 0r
j.t.a.

Rrstrain
index

LD 80 0l
j.I.a.

malathion

diazinon

MAC

MTMC

MPMC

malathion:NAC (MN)***

malathion:MTMC (MT)

malathion:MPMC (MP)

diazinon:NAC (DN)

djazinon:MTMC (DT)

diaZinon:MPMC (DP)
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*LDdOin/LgpergramOfbodyweightoffemaleadult.
榊BySunandJohnson(1960).
料+Mixedataratioof1:1.

高 く,とくにダイアジノンと置換フェニールカーバメ

イト剤との校合剤では LD80の単剤との差が大きく,

顕著な桔抗作用が現われた.

Rm 系統に対するマラソンの LD5.は極めて拓 く,

LE系統の約59倍であったが. ダイアジノンの LD缶｡

はLE系統の約3倍で,この系統はダイアジノンにあ

まり大きな交差抵抗性を示さず,またカーバメイト系

殺虫剤の LD50は LE系統に対すろのとほとんど同等

で,交差抵抗性を示さなかった.このように Rm 系統

に対するマラソンとカ-バメイト系殺虫剤との投合剤

のLD60は殺虫力の高いカーバメイト系殺虫剤のそれ

に近 く,MN剤とMP剤では.共力作用がみられた.

しかし MP剤とMT剤の LDd0は LE系統 に対する

それより2.5から3.0倍拓 く,MT剤では共力作用は

認められなかった.ダイアジノンとカーバメイト系殺

虫剤との視合剤では,LE系統におけるような桔抗作

用はみられなかったが,それぞれの視合剤の LDき｡は

混用した単剤の中間に位粧しており,DN剤には共力

作用が認められたが,DT剤とDP剤にはそれが認め

られなかった.

なおダイアジノンに NAC.MTMC と MPMCを

氾合した場合の LDJ｡とマラソンにそれぞれを混合し

た場合のそれとはほほ一致していた.

Rr系統に対す るマラソンとダイアジノンの LDjO

は.LE系統の38LiY･と5JlI･であり, この紙抗性系統は,

マラソンにFdf水郷.ダイアジノンに低水準の交差抵抗

性を示した.しかし.カーバメイト系の各殺虫剤には

交差抵抗性を示さなかった.MN 剤 のこの系統に対

するLD80は 殺虫力の朽い NACに近いfH'iをボし,

LE系統に対するそれとのr'"Jに大 きな邦がみられなか

った. そしてこのFl介刑には Itt系統にjt:･))作用がみ

られた. しかしその他の和公刑の LDsoは.Rn､系統

に対するとrLllf汎 LE系統に対するそれより粥 く.ま

たそれぞれに氾用した_171.刑TLTqで-)t･)J作用はみられなか

った.

なお MN剤,MT斉tは MP刑の効力nUill'(.. あるい

は DN剤,DT剤とDP刑のそれは Rl､系統 に対す

る場合と同じであったが,MN剤を除 く他の役合剤の

Rf系統に対する LDJ｡は Rコl系統に対すろそれより

高かった.これは.Rf系統には Rn系統におけると

異なった抵抗性因子を持っているために生じた現象で

ないかと思う.

ヒメトビウンカではマラソンとフェニ トロチオンに

対する拭抗性と β-naphthylacetateをJJll水分耶する

エステラーゼの El泳動相の析t'1-:とのJL"Jに搾はなLN旅

のあることが明 らかに されてお りl･6), r/I:rmのらは

Rmまたは Rr系統における llC-methylmalathion

の分脈は感受牲系統より高 く,各系統における代謝は

ほとんどがカルボキシエステラーゼによるものであり,

このマラソン分解酵素は E7泳動帯を中心､にした位置

に存在することを明 らかにしている.したがって宮

田6)らの研究結果からみて,Rm と Rf系統のマラソ

ンに対する抵抗性はカルボキシエステラーゼの前活仕

にもとづ くといえるが,マラソンとカーバメイト系犯
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山剤を氾合した複合剤ではRコ1とRr系統に対して共

力作川の認められた例が2,3あり,また共力作用が

認められなくとも,各校合剤のLDjOは殺虫力の高い

カー′り イト系殺虫剤のそれに近かったことから考え

ると.江uIル たカ-バメイト系殺虫剤がカルボキシエ

ステラーゼの活性を阻召し,殺虫力が増強されたので

ないかと.F&う.しかしカルボキシエステル基をもたな

いダイアジノンとNACの混合でも,Rユ1系統に共力作

川がみられたことと,KasaiandOgita7)はマラソン

丸紬'(牲ツマグロヨコバイにおいてエステラーゼの高括

他をホすE●泳動脚 まmethyト〟一butyrate,tributyrin,

phcnylacctateといった有機酸エステル数も加水分解

すると糾じており,ヒメトビウンカの RmとRf系統

における E7泳動相も上記3種の有機酸エステルを加

水分析する (Fi崎未発袈)ことなどから考えると,マ

ラソンとカーバメイト系殺虫剤 を混合した枚合剤の

氏:nあるいはRr系統に対する共力作用の機構はかな

り祝雑なものでないかと凪われる.ヒメトビウンカに

おけろ兆剤抵抗性対韓用の佐れた防除剤を見出すため,

'JJ機])ン系とカーバメイト系殺虫剤の.)ン剤抵抗性ヒ

メトビウンカに対する共力作用の機梢は詳細に検討す

る必出がある.
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Summary

lnsecticidalactivityofmixturesortwoinsecti･

CidesllaSbeenevalutaedfrom contacttoxicity

againstsusceptible (LE),malathion-(Rm) and

180

fenitrothion･resistant(Rr)Strainsofthesmaller

brownplanthopper,LaodelphaxstriatcllusFALL丘N.

The LDさOValuestotheLE strain bytoplCal

application of aceton solution of malathion,

diazinon,NAC,MTMC (3-methylphenylN-me･

thylcarbamate)andMPMC (3,4-dimethylphenyl

N一methylcarbamate)ranged from 1.2to3.4FLg

pergram ofbodyweightofthefemaleadult.

When mixturesoimalathionandNAC (MN),
MTMC (MT)orMPMC (MP)anddiazinonand

四AC (DN),MTMC (DT)orMPMC (DP)ata

ratioof1:1weretopically applied,theLDM

valuesranged from 3.2to6.5J̀g pergram Of

body weightofthefemaleadult.Mostofthe

tested mixturesrevealed a negativecorrelated

jointoxicactionagainsttheLEstrain.

TheRnandREStrainsshowedahighlevelof

resistance to malathion (59.1-and 37.8-fold,

respectively),butonly a slightresistance to

diazinon (3.4-and 5.3Jold,respectively). No

cross-resistanceto carbamateinsecticideswere

observedwiththeRコlandREStrains.

When MN (malathion:NAC mixture)was

topICally applied,the joint toxic action was

observedwiththeRnandRfStrains.Thesimilar

resultswereobtained by toplCalapplicationor

aceton solution of MP (malathion: MPMC

mixture) and DN (diazinon:NAC mixture)

againsttheRnstrain.MP andDN,howcvcr,
didnotshow anyjointtoxicactionagainstthe

Rrstrain.WhenMT (malathion:MTMCmix･

ture),DT (diazinon:MTMC mixture)andDP

(diazinon:MPMCmixture)weretopicallyapplied,

thejointtoxicactionagainstboththeRnand

Rrstrainswere notsupported by statistical

evidence.

MN and DN werethemoreeffectivetothe

LE,RmandRrstrainsofsmallerbrownplant･

hopper.Itsuggestesthatgoodcontrolisobtained

withapplicationofNAC andorganophosphorus

insecticides combinations to the planthopper

which developed theresistancetoorganophos･

phorusinsecticides.


